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平
成
29
年
度
決
算
を

議
会
が

チ
ェ
ッ
ク

　
市
は
予
算
が
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
た
の
か
を
決
算

と
し
て
ま
と
め
、
議
会
は

そ
の
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
す
。

　
決
算
審
査
で
は
、
前
年

度
の
予
算
の
使
い
方
が
適

正
か
つ
効
果
的
で
あ
っ
た

か
、
い
か
に
事
業
の
成
果

が
上
が
っ
た
か
な
ど
を
議

会
で
審
査
し
、
改
善
点
の

指
摘
や
、
今
後
の
予
算
や

事
業
計
画
へ
の
要
望
を
伝

え
ま
す
。

平
成
29
年
度
事
業
終
了

決
算
書
を
つ
く
る

監
査
委
員
に
よ
る
決
算
監
査

９
月
定
例
会

議
案
や
、
29
年
度
決
算
に
関
す
る

提
案
説
明

　
　
↓

議
案
審
議　
Ｐ
８
～
９
へ

決
算
書
や
市
政
報
告
書
な
ど
を
作
成

監
査
委
員
２
人
が
決
算
書
や
付
属
資
料
を

も
と
に
審
査
し
、
意
見
書
を
作
成

決
算
審
査

　
　
↓

常
任
委
員
会
へ
付
託

本 会 議 平
成
29
年
度
決
算
と

�

９
月
定
例
会
の
流
れ

出納閉鎖期間

３月 31 日で会計年度
は終わりますが、光熱
水費などは４月１日以
降に請求されるため、
前年度の支払等の整理
期間があります。

会計 収入 支出
国民健康保険 136億  820万円 132億2,295万円

介護保険 74億6,808万円 72億1,362万円
後期高齢者医療 12億6,470万円 12億4,772万円

墓園事業 1,370万円 532万円
下水道事業 32億8,001万円 30億8,811万円
駐車場事業 7,018万円 6,041万円

合計 257億  487万円 248億3,813万円

収入 支出
365億2,249万円 357億3,134万円

区分 収入 支出
収益的収支 13億7,040万円 12億6,681万円
資本的収支 5億3,707万円 9億4,510万円

一般会計決算

特別会計決算

公営企業会計決算（水道事業会計）

57.8%42.2%

7.5%

1.8%

8.1%

47.9%47.9%

3.3%

15.7%15.7%

9.2%9.2%

6.5%

11.0%11.0%

35.3%35.3%

12.4%12.4%

12.0%12.0%

9.6%9.6%

4.1%4.1%

2.9%
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決
算
審
査　
Ｐ
４
～
６
へ

３
つ
の
常
任
委
員
会
で
所
管
す
る

各
分
野
を
専
門
的
に
審
査
す
る

　
　
↓

採　
決

議
案
審
議　
Ｐ
８
～
９
へ

決
算
審
査

委
員
長
報
告　
　

委
員
会
で
の
審
査
経
過
や
結
果　

な
ど
に
つ
い
て
報
告

　
　
↓

討　
論
　
　

採
決
の
前
に
賛
成
か
反
対
か
の

意
見
を
表
明

　
　
↓

採　
決

　
　
↓

一
般
質
問　
Ｐ
10
～
15
へ

本 会 議 本 会 議 委 員 会

実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

三
島
市

平成 27 年度 － － 6.4 19.9

平成 28 年度 － － 6.4 14.5

平成 29 年度 － － 6.2 14.9

早期健全化基準 12.42 17.42 25.0 350.0

財政再生基準 20.00 30.00 35.0 －

　平成 29 年度決算における４つの健全化判断比率などが報告され、三島市の財
政は国の基準を大きく下回り、引き続き財政の健全化は保たれていました。

※実質赤字比率、連結実質赤字比率は、三島市は赤字が生じていないため「－」の表示となります。

将来負担比率とは収入に対す
る借金残高の割合です。

実質公債費比率とは収入に対
する借金返済の割合です。

支出 　32万3千円

収入 　33万円 総務費

民生費

衛生費

農林費・
商工費

土木費

消防費

教育費
災　害
復旧費

公債費

その他

市　税 みなさんから
の税金

15 万8千円

使用料・
手数料

市営住宅使用料
、各種証明手数

料など ９千円

繰入金 特別会計や預
貯金からの繰

入れ ５千円

繰越金 前年度からの
繰越金

６千円

国　県
支出金

国や県からの
補助金など

７万４千円

交付税
各種交付金

国からの譲与
税や交付金な

ど ３万６千円

寄附・
財産収入

寄附金、利子
、財産収入

1万２千円

市　債 借入金

３万円

庁舎等の管理、各
種計画の推進など

に ３万６千円

子育てや高齢者
などの福祉に

11万4千円

保健医療やご
み処理などに

３万９千円

農林業・商工
業の振興など

に ９千円

道路や河川な
どの整備に

４万円

消防や防災対
策などに

1万３千円

学校教育や社
会教育などに

３万９千円

災害の復旧事
業に

０円

市債の返済金
などに

３万1千円

議会

2千円

市民１人当たり
に換算してみる

と…

※Ｈ30.3月末
人口 110,505

人で算出。

平
成
2 9

年 度 の 決 算 額 、「 ひ と り い く ら 」
？
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議
会
が
チ
ェ
ッ
ク 

▼
▼
▼

各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
所
管
す
る
各
分
野
を
詳
し
く
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

決
算
審
査

今後策定する次期一般廃棄物処
理基本計画の基礎資料として調

査したということだが、その概要と調
査結果はどのようなものか。

Q

男性が育児休業を取得しやすい
環境を整え男性の育児・家事へ

の参加を促し、夫婦で子育てしやすい
環境整備を図るために平成 23 年度から
実施されている本事業の取得件数と、
事業所数および今後の利用はどうか。

Q

公共施設の構造体耐久性調査業
務委託の結果をどのように認識

しているのか。
Q

商業地や住宅地など市内８カ所
の調査地点からごみを回収し、

９月と２月の２回行った。その結果、
湿重量の組成割合については、生ごみ
が 49.4％で、ほぼ半数を占めていた。
前回、平成 27 年に行った調査では、生
ごみの組成割合は 42％であったので、
生ごみの割合が若干増加し、その分、
ほかの組成が減量または資源化されて
いる。ごみの減量には、生ごみの減量
が一番効果的であるため、次期一般廃
棄物処理基本計画の中でも生ごみの減
量ということを重点施策と定め、取り
組んでいきたいと考えている。

A

平成 29 年度の取得については個
人 25 人、事業所が延べ 20 件と

なっている。人手不足に悩んでいる企
業が非常に多いが、働き方改革を推進
していかないと人手が確保できない状
況はこれからもあると考えられるので、
国の育児休業取得に対する給付制度も
説明する中で利用を促していきたいと
考えている。

A

市役所本庁舎をはじめ、学校、
幼稚園、公民館など８施設につ

いてコンクリートを削り、コンクリー
トの中性化試験および圧縮強度試験と
目視による鉄筋の腐食調査を行った。
築 40 年以上たっているものを対象とし
たためコンクリートの中性化はかなり
進んでいたが、鉄筋については健全だ
と判断している。その結果を、先進地
である名古屋市の持つ指標を参考に評
価したところ、全ての施設について、
適正に管理を続ければあと 20 年以上は
使用できるという結果となった。

A

総務委員会
９月 14・18 日

ごみ組成分析調査委託

男性の育児休業取得奨励事業費補助金

構造体耐久性調査業務委託

所管 一 般 会 計
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決 算審査

所管

一 般 会 計
国民健康保険特別会計
介 護 保 険 特 別 会 計
後期高齢者医療特別会計

健幸マイレージ事業の実績状況
はどうか。また、いわゆる健康

無関心層に対するアプローチをどのよ
うにされているか。

Q

不登校の人数の推移はどうなっ
ているか。また、ふれあい教室

に通われている人数と、今後、ふれあ
い教室の会場を増やす可能性について
伺う。さらに、スクールソーシャルワー
カーを配置しているが、状況はどうか。

Q

ＱＲコード付きのシールを希望者に
配付する事業が始まっているが、平

成 29 年度の実績と、事業の周知方法や近隣
市町との連携状況はどうか。

Q

平成 29 年度の健幸マイレージの
応募件数は 11,441 件で、平成

28 年度と比較して約 700 件増加した。
また、健幸マイレージのポイント付与
のルールの見直しのほか、景品のコー
スに幼稚園・保育園応援コースと子育
てパパママ応援コースを新設して、子
育て世代の方た
ちにアプローチ
しているところ
である。

A

シールの配付は平成 29 年 10 月 15
日から開始したもので、平成 29 年

度は約半年間で 21 件の実績だった。事業
計画では、平成 30 年度に 40 件という目標
を掲げているが、すでに 30 件の実績となっ
ている。周知方法は、広報みしまで特集の
掲載や、地域コミュニティ連絡会、民生委
員の会議などでさまざまな団体に説明をし
ている。また、介護保険のケアマネジャー
向けの研修会や、医療・介護関係のさまざ
ま職種の方が集まる研修会などで周知を図
り、その結果、登録が増えてきている。こ
のＱＲコード付きの見守りシールの配付は
県内初の取り組みのため、メディアに広く
取り上げられたことで近隣市町でも同じ仕
組みが広がってきており、より効果的なシ
ステムになってきている。

A

福祉教育委員会
９月 12・13 日

スマートウエルネスみしま推進事業

不登校対策事業

認知症高齢者見守り事業

平成 29 年度は、不登校により
30 日以上欠席した小学校の児童

数は 48 人、中学校の生徒数は 86 人で
あり、平成 28 年度より下がっている。
また、ふれあい教室の参加者は平成 29
年度が 27 人であるが、会場を増やすこ
とについては、指導員等の人員の関係
もあり今後の課題である。スクールソー
シャルワーカーについては、4 人の方
で合計 680 時間くらい、学校に出向い
て相談等にあたっていただいている。

　　　スクールソーシャルワーカーに
ついては、相談を希望する子どもが確
実に相談につながるような体制を作っ
ていただきたい。

A

要望
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水道ビジョンの中で１年間当た
り、老朽管の布設替え６㎞、新

設管の布設１㎞という目標が掲げられ
ているが、水道料金の改定とともに目
標の変更等をどのように考えているの
か。

Q

予算額 140 万円に対して 40 万１千
円の執行であり、執行率は 28.2％

と非常に低くなっている。今後、大きな地
震が発生すると言われていることを踏まえ
て、どのように考えているのか。

Q

事業を精査するために、事業者から
結果の報告を求めているのか。Q

三島市内の水道管の長さは、全
体で 400㎞ほどあり、実使用年

数で除した数値が、約６㎞となるので、
今後も毎年６㎞の老朽管の布設替えを
水道ビジョンの目標としていく。新設
管１㎞の布設については、市内給水区
域内における水道管の布設が 99％と
なっており、現在は、新設道路に合わ
せて新設管を布設する程度であるため、
次回の計画の変更時に見直していきた
い。

A

平成 28 年に発生した熊本地震など
の際には、ブロック塀の倒壊により

救援活動が遅れたほか、尊い人命が失われ
ているため、ブロック塀の除去を積極的に
進めていきたいと考えている。

A

すべての計画の経過観察はできない
が、毎年、数件の抜き打ち検査を実

施している。なお、平成 30 年度からは年度
内に１つの経営革新計画にのみ補助金を交
付し、その計画が完了するまでは、他の計
画の申請ができないように要綱を改正した。

A

経済建設委員会
９月 10・11 日

老朽管の更新

ブロック塀等耐震改修促進事業費
補助金の執行率

中小企業経営革新事業費補助金の
事業の精査

所管

一 般 会 計
墓 園 事 業 特 別 会 計
下 水 道 事 業 特 別 会 計
駐 車 場 事 業 特 別 会 計
水 道 事 業 会 計

決算審査
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こ
れ
ま
で
に
開
催
さ
れ
た
全
議
員
説
明
会

【
三
島
駅
南
口
東
街
区
に
つ
い
て
】

年 

月 

日

市
街
地
再
開
発
事
業
と
は
、
三
島
駅
南
口
再

開
発
事
業
の
概
要
、
現
在
の
検
討
状
況

７ 

22

Ｈ２７

三
島
駅
周
辺
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
再
開
発

事
業
の
仕
組
み
の
再
確
認
、
事
業
協
力
者
決

定
ま
で
の
流
れ　
な
ど

2 

15

Ｈ２8

再
開
発
を
取
り
巻
く
事
業
環
境
の
変
化
と
そ

れ
に
対
応
し
た
事
業
ス
キ
ー
ム
の
再
構
築

2 

3

Ｈ２9

事
業
協
力
者
募
集
の
審
査
結
果

4 

5

Ｈ30

事
業
協
力
に
関
す
る
協
定
書（
案
）の
内
容
な
ど

8 

6

事
業
協
力
者
募
集
の
基
本
方
針（
案
）な
ど

9 

27

事
業
協
力
者
公
募
の
募
集
要
項
お
よ
び
審
査

基
準

10 

31

事
業
の
進
捗
状
況
な
ど

4 

18

〔
全
員
協
議
会
〕

事
業
に
つ
い
て
（
背
景
・
経
過
・
概
要
な
ど
）

三
島
駅
周
辺
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
開
発
イ

メ
ー
ジ　
な
ど

5 

16

水
地下水への影響はないか。

富士山の恵みである湧水は三
島が世界に誇る宝である。地
下水については平成５、６年
度に大規模な調査を行い、平
成２８年度から観測を継続的
に行っている。さらには「三
島駅南口周辺開発地下水対策
検討委員会」を設置し、開発
により湧水・地下水に大きな
影響を及ぼさないことを確認
する体制を確保している。

協定書
協定書とはどういうものか、またどう
いう場合に協定を解除できるのか。

市民の声

市民への説明と
、市民から出さ

れた意

見の反映方法は
。

財政

巨額な財政負
担が財政を圧

迫して市民

サービスの低
下をもたらす

のではない

か。

高さ（景観）

駅前の100ｍ近い高層建築物は
三島の景観を阻害しないか。

交通
道路の混雑、渋滞

状況をどの

ように認識してい
るか。今後

の対策を考えてい
るか。

平成23年策定の
交通処理計

画では、今回より
施設規模が

大きくても交差点
処理は可能

であった。今後、
施設規模や

駐車台数などが固
まってきた

段階で、都市計画
決定前まで

に交通処理計画を
策定し、施

設計画に反映して
いく。

回遊性
グランドデザインで示した回遊性の向上をどう進めていくか。

三島駅周辺グランドデザインは、商業や住環境によるにぎわいと経済の活性化拠点を整備することをコンセプトとしている。これを具現化するため湧水、歴史、文化という地域資源を生かして、三島駅南口を拠点に楽寿園、三嶋大社、中心商店街を回遊する仕組みづくりを考えていく。

市民サービス
の低下を招く

ことなく事

業が展開でき
るものと考え

ている。三

島駅南口の再
開発事業によ

り市税の増

収を図り、に
ぎわいを創出

させ、三島

の明るく輝く
未来につなが

る一大事業

として取り組
んでいく。

事業協力者である「アスマチ三島プロ
ジェクト共同企業体」と東街区再開発
事業について具体的な検討をしていく
ため、事業検討のパートナーとなるこ
とを約束するもので、社会経済情勢に
変化等があったとき、三島市・準備組
合・事業協力者の３者が協議し合意し
た場合には解除することができる。

事業協力者の計
画は、あくまで

提案で

あり確定はして
いない。今後は

、市民

説明会やアンケ
ートなどにより

市民の

皆さまからいた
だいたご意見・

ご要望

は事業採算性を
勘案する中で集

約し、

できる限り反映
できるよう検討

する。

事業協力者の募集要項で、眺望
地点からの景観を阻害しないこ

とや

周辺の街並みと調和した計画提
案とすることを求め、その道の

専門

家である選定審査会に審査してい
ただいた。

三島駅南口再開発事業については昭和62年から検討されており、特に平成27年 7月以降、市議会本会議でも多くの議員が一般

質問を行っています。ここでは市民の皆さまが関心を寄せる各項目について、議員が確認してきたその一部をご紹介します。三島駅南口東街区再開発事業 ７つのギモン
主な
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平成30年
９月定例会
９月６日～９月28日

会期：23日間

■今回の議案は…

市長提出議案22件
議会提出議案２件
請 願・陳 情１件

○
教
育
施
設
整
備
基
金
積
立
金

	

　
　
　
　
　
　
　

  

２
億
円

市
立
全
小
・
中
学
校
の
普
通
教
室
等

へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備
に
つ
い
て
、
来
年

度
以
降
、多
額
の
経
費
を
要
す
る
た
め
、

基
金
へ
の
積
立
金
を
追
加
し
ま
す
。

主
な
質
疑

質
疑
総
事
業
費
お
よ
び
財
源
は
。

答
弁
総
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
約
９

～
10
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。
財
源
内

訳
は
、
国
の
交
付
金
が
採
択
さ
れ
れ
ば

約
２
億
円
の
交
付
が
受
け
ら
れ
、
起
債

は
、
約
６
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

残
り
の
約
２
億
円
を
一
般
財
源
か
ら

充
当
す
る
計
画
で
あ
る
。

質
疑
今
後
の
事
業
予
定
は
。

答
弁
当
初
、
小
中
学
校
全
21
校
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
に
は
３
年
程
度
の
期
間

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
が
、
こ
の
夏

の
今
ま
で
に
な
い
猛
暑
は
災
害
に
匹
敵

す
る
と
考
え
、
一
刻
も
早
い
設
置
の
た

め
設
計
期
間
や
工
期
等
を
調
整
し
、
２

年
で
工
事
を
完
了
す
る
よ
う
計
画
を
見

直
し
た
。

　

今
後
の
計
画
で
は
、
本
年
度
中
に
小

学
校
14
校
分
の
実
施
設
計
業
務
委
託
を

完
了
し
、
来
年
度
に
は
小
学
校
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
工
事
と
、
中
学
校
７
校
分

の
実
施
設
計
を
、
２
０
２
０
年
度
に
、

よ
り
よ
い
教
育
環
境
づ
く
り
の
た
め
に

一般会計予算
を増額補正

Pick up 1

質
疑
接
種
単
価
と
自
己
負
担
額
は
。

答
弁
接
種
単
価
は
４
２
４
４
円
。
市

か
ら
の
助
成
額
は
千
円
の
た
め
、
自
己

負
担
額
は
３
２
４
４
円
と
な
る
。

〈議第 70 号〉
【平成 30 年度三島市一般会計
補正予算（第 3 号）】（賛成多数）
■補正予算額　
　7 億 2,107 万 3,000 円

Pick up 1

〈議第 75 号〉
三島市家庭的保育事業等の設備及
び運営に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例（賛成多数）

Pick up 2

〈議第 78 号〉
三島市議会議員及び三島市長の選
挙における選挙運動の公費負担に
関する条例の一部を改正する条例

（賛成多数）

Pick up 3

〈発議第５号・発議第６号〉
意見書（２件）の提出

Pick up 4

〈請願第１号〉
請願の審査

Pick up 5

三島市議会
詳細は

〈その他、歳出の主な内容〉
●庁舎建設基金積立金� 5,000 万円
●税収入還付金� 3,600 万円
●各小学校施設補修整備事業� 3,220 万円
●幼稚園　園用備品費� 850 万円    
●社会資本整備総合交付金の増額内示に伴うもの
　　一般市道整備事業� 3,148 万円
　　西間門新谷線建設事業� 3,420 万円
　　谷田幸原線建設事業� 8,687 万 4,000 円
　　三島駅北口線建設事業� 9,678 万 2,000 円

中
学
校
へ
の
エ

ア
コ
ン
設
置
工

事
を
完
了
す
る

予
定
で
あ
る
。

○
中
高
生
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

委
託
料�

１
８
５
万
円

三
島
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
平
成

30
年
度
中
に
満
15
歳
お
よ
び
満
18
歳
を

迎
え
る
人
を
対
象
に
、
本
年
10
月
１
日

よ
り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
（
任

意
接
種
）
を
実
施
し
ま
す
。

主
な
質
疑

質
疑
予
定
人
数
は
。

答
弁
対
象
年
齢
全
体
の
８
割
で
あ
る

15
歳
８
６
０
人
、
18
歳
８
４
０
人
の
接

種
を
予
定
し
て
い
る
。
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議案審議の概要

○
三
島
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

「
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
」が
４
月
に
施
行
さ
れ
た
た
め
、

市
の
条
例
も
改
正
を
行
い
ま
す
。

【
主
な
内
容
】

⑴
連
携
協
力
を
行
う
保
育
所
等
を
確
保

す
る
際
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合

に
は
、
小
規
模
保
育
事
業
Ａ
型
、
同
Ｂ

型
又
は
事
業
所
内
保
育
事
業
の
事
業
者

等
も
認
め
る

⑵
家
庭
的
保
育
者
の
居
宅
で
行
う
家
庭

的
保
育
事
業
の
食
事
の
提
供
は
、
対
象

と
な
る
外
部
搬
入
施
設
の
種
類
を
拡
大

す
る

⑶
家
庭
的
保
育
者
の
居
宅
で
行
う
家
庭

的
保
育
事
業
の
自
園
調
理
規
定
の
適
用

の
猶
予
期
間
を
延
長
す
る

（
公
布
の
日
か
ら
施
行
）

主
な
質
疑

質
疑
三
島
市
で
、
あ
え
て
条
例
改
正

を
行
い
、
新
た
な
事
業
者
の
参
入
を
促

す
必
要
性
が
あ
る
か
。

○
三
島
市
議
会
議
員
及
び
三
島
市
長
の
選

挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
「
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」
が
平
成
31
年
３
月
か
ら
施
行
さ

れ
、
市
議
会
議
員
の
選
挙
で
選
挙
運
動

用
ビ
ラ
を
頒
布
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
の
で
、
ビ
ラ
の
作
成
費
用
に

つ
い
て
、
公
費
負
担
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
条
例
の
改
正
を
行
い
ま
す
。

候
補
者
一
人
に
つ
き
、
一
枚
当
た
り
７

円
51
銭
、４
千
枚
が
上
限
と
な
り
ま
す
。

（
平
成
31
年
３
月
１
日
か
ら
施
行
）

主
な
質
疑

質
疑
有
権
者
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

答
弁
選
挙
運
動
用
の
ビ
ラ
を
活
用
し

て
、
候
補
者
の
政
策
等
を
周
知
す
る
こ

と
に
よ
り
、
有
権
者
が
十
分
に
政
策
を

比
較
で
き
、
政
策
本
位
に
よ
る
選
挙
が

実
施
さ
れ
る
と
考
え
る
。

答
弁
女
性
の
社
会
進
出
に
よ
る
共
働

き
世
帯
の
増
加
に
伴
い
、
保
育
需
要
は

近
年
、
増
加
傾
向
に
あ
り
、
現
在
も
待

機
児
童
が
発
生
し
て
い
る
。

　

保
育
需
要
を
満
た
す
た
め
、
新
た
な

事
業
者
が
参
入
し
や
す
い
環
境
を
整
え

て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。

「
三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業

に
関
す
る
請
願
」
が
提
出
さ
れ
、
９
月

定
例
会
最
終
日
に
経
済
建
設
委
員
会
に

付
託
さ
れ
、
閉
会
中
に
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

２
件
の
意
見
書
を
可
決
し
、
国
会
お

よ
び
関
係
行
政
機
関
へ
提
出
し
ま
し
た
。

○
臓
器
移
植
の
環
境
整
備
を
求
め
る
意

見
書

○
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
汚
染
を
防

止
す
る
た
め
の
法
整
備
を
求
め
る
意
見

書

　

８
月
24
日
に
市
議
会
臨
時
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
三
島
駅
南
口

東
街
区
再
開
発
事
業
に
お
け
る
事
業
協

力
に
関
す
る
協
定
書
（
案
）
の
内
容
に

つ
い
て
の
検
査
を
す
る
た
め
、
８
人
の

議
員
が
市
長
に
招
集
を
求
め
開
催
し
た

も
の
で
す
。

○
検
査
の
実
施
を
否
決

地
方
自
治
法
第
98
条
１
項
の
規
定
に

よ
る
三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業

に
お
け
る
事
業
協
力
に
関
す
る
協
定
書

（
案
）
の
内
容
に
つ
い
て
の
検
査
の
実

施
に
つ
い
て
賛
成
少
数
で
否
決
と
な
り

ま
し
た
。

○
市
長
不
信
任
動
議
を
否
決

市
長
に
対
す
る
不
信
任
動
議
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
が
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

  
人
事
議
案

人
事
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
員
賛
成

で
同
意
し
ま
し
た
。

【
教
育
委
員
会
委
員
】
飯い
い
じ
ま島 

映あ
き
らさ
ん

保
育
施
設
の
充
実
を

Pick up 2
条例の一部改正

選
挙
用
ビ
ラ
の

�

公
費
負
担

Pick up 3
条例の一部改正

再
開
発
事
業
に

�

向
け
て

Pick up 5
請願の審査

臓
器
移
植
の
環
境
整
備
と

環
境
汚
染
防
止
の
法
整
備

Pick up 4
意見書の提出

平成30年
8月臨時会

8月24日



　市議会議員が市に対して質問を行い、適切な市政運営を進めて
いるか、チェックや提案をするものです。
　15人の議員による質問が行われ、活発な議論が展開されました。
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佐
野
　
淳
祥
（
改
革
み
し
ま
）

報
道
さ
れ
た
市
長
の
言
動
に
お
け
る
い
き
さ
つ

Q
最
重
要
な
三
島
駅
東
街
区
再
開
発
事
業
だ
が
、
市
長
の

言
動
は
不
要
な
風
評
を
受
け
か
ね
な
い
。
説
明
を
求
め
る
。

A
こ
れ
か
ら
の
三
島
の
発
展
と
市
民
の
幸
せ
の
た
め
、
三

島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業
を
私
が
中
止
す
る
考
え
は
な

い
、
と
い
う
覚
悟
を
態
度
で
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
少
々

過
激
で
あ
っ
た
か
と
思
う
が
、
報
道
に
よ
っ
て
不
快
な
思
い

を
さ
れ
た
方
に
は
お
詫
び
申
し
上
げ
た
い
。

三
島
風
穴
の
市
指
定
文
化
財
登
録

Q
６
月
議
会
で
要
望
し
た
調
査
が
８
月
８
日
ジ
オ
パ
ー
ク

研
究
員
ら
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
が
、
文
化
財
指
定
の
必
要

性
に
つ
い
て
伺
う
。

A
現
在
、
ジ
オ
パ
ー
ク
研
究
員
の
結
果
報
告
書
の
提
出
を

待
っ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
提

出
後
は
地
学
を
専
門
と
す
る
先

生
に
確
認
し
、
三
島
市
文
化
財

保
護
審
議
委
員
会
で
審
議
す
る

案
件
か
検
討
す
る
。
市
指
定
文

化
財
に
値
す
る
か
の
判
断
は
、

同
委
員
会
の
審
議
・
検
討
を
経

て
か
ら
の
回
答
と
な
る
。

通
学
路
に
露
出
し
た
危
険
不
燃
物
の
収
集
に
つ
い
て

村
田
　
耕
一
（
公
明
党
）

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業

Q
こ
の
事
業
に
お
い
て
、
三
島
市
・
準
備
組
合
・
事
業
協

力
者
で
８
月
28
日
に
締
結
さ
れ
た
協
定
書
は
、
解
除
で
き
る

も
の
な
の
か
伺
う
。

A
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
、
天
災
地
変
な
ど
や
、
そ
の
他

や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
、
３
者
が
協
議
し

合
意
し
た
場
合
に
解
除
で
き
る
。
市
の
政
策
方
針
の
転
換
、

議
決
に
よ
る
関
連
予
算
不
成
立
は
、
そ
の
他
や
む
を
得
な
い

事
情
に
含
ま
れ
る
も
の
と
、
事
業
協
力
者
等
と
共
通
認
識
を

持
っ
て
い
る
。

子
ど
も
の
貧
困
実
態
調
査
か
ら
の
施
策

Q
子
ど
も
の
貧
困
実
態
調
査
が
実
施
さ
れ
る
が
、
そ
の
結

果
か
ら
ど
の
よ
う
に
施
策
へ
つ
な
げ
る
の
か
伺
う
。

A
子
ど
も
の
生
活
困
難
の
度
合
い
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ

り
、子
ど
も
と
保
護
者
の
現
状
や
ニ
ー
ズ
を
明
ら
か
に
す
る
。

ま
た
、
関
係
機
関
等
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
に
よ
り
現
状
を
分
析
し

課
題
を
抽
出
し
た
上
で
、
生
活

や
教
育
の
支
援
、
保
護
者
に
対

す
る
就
労
の
支
援
、
経
済
的
支

援
な
ど
の
施
策
に
つ
な
げ
て
い

く
。

就
学
援
助
制
度
の
申
請
方
法

他
の
質
問
事
項

他
の
質
問
事
項
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土
屋
　
利
絵
（
改
革
み
し
ま
）

高
齢
に
な
っ
て
も
働
け
る
環
境
を

Q
企
業
や
施
設
の
人
手
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
、
元
気
な

高
齢
者
が
働
け
る
環
境
を
、
市
が
中
心
と
な
っ
て
作
っ
て
い

く
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

A
本
市
と
し
て
も
、
各
産
業
に
お
け
る
人
出
不
足
・
採
用

難
が
大
き
な
問
題
点
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高

齢
者
の
就
労
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
は
、
産
業
振
興
の
立

場
か
ら
も
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

生
涯
現
役
応
援
窓
口
の
設
置
を

Q
国
で
は
生
涯
現
役
促
進
地
域
連
携
事
業
の
モ
デ
ル
事
業

を
公
募
し
て
い
る
中
、
当
市
に
お
い
て
も
生
涯
現
役
応
援
窓

口
の
設
置
を
要
望
す
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

A
高
齢
者
総
合
相
談
窓
口
の
シ
ル
バ
ー
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

が
、
高
齢
者
の
総
合
相
談
を
お
受
け
し
て
い
る
中
で
、
就
労

を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
、
適
切

な
相
談
場
所
を
ご
案
内
し
て

い
く
。
ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
支
援
機
関
を
有
効
活
用

す
る
た
め
周
知
、
連
携
を
図
っ

て
い
く
。

藤
江
　
康
儀
（
改
革
み
し
ま
）

公
共
工
事
の
平
準
化
に
対
す
る
取
り
組
み

Q
品
質
確
保
や
現
在
お
よ
び
将
来
の
担
い
手
の
育
成
と
確

保
、
計
画
的
な
発
注
と
適
正
な
工
期
な
ど
、
公
共
工
事
の
平

準
化
に
対
す
る
取
り
組
み
を
伺
う
。

A
公
共
工
事
の
平
準
化
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
平
成
28
年
度
市
議
会
２
月
定
例
会
に
お
い
て
ゼ
ロ
債
務

負
担
行
為
の
議
決
を
経
て
、
市
の
単
独
事
業
で
あ
る
土
木
工

事
な
ど
２
件
の
早
期
執
行
を
始
め
た
。
平
成
29
年
度
で
は
、

土
木
工
事
や
水
道
工
事
な
ど
14
件
を
早
期
発
注
分
と
し
て
執

行
し
た
。

学
校
施
設
に
お
け
る
職
員
・
子
ど
も
た
ち
へ
の

配
慮

Q
今
年
の
厳
し
い
暑
さ
の
中
で
、
各
小
中
学
校
で
は
熱
中

症
が
発
生
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
熱
中
症

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

A
冷
却
用
の
首
巻
き
タ
オ
ル
の
使
用
や
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
の

持
参
な
ど
を
認
め
、
保
護
者
向
け

の
お
た
よ
り
や
ブ
ロ
グ
な
ど
で
学

校
で
の
対
応
策
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
た
。
ま
た
熱
中
症
指
数
等
の

状
況
に
応
じ
て
、
部
活
動
を
は
じ

め
外
で
の
活
動
を
制
限
す
る
、
校

外
学
習
を
延
期
す
る
な
ど
の
対
策

を
と
っ
て
い
る
。

服
部
　
正
平
（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
に
関
わ
る

市
長
の
言
動

Q
市
長
は
「
市
民
の
意
見
要
望
を
で
き
る
限
り
取
り
入
れ

る
」
と
し
つ
つ
、
民
主
主
義
の
否
定
と
考
え
ら
れ
る
言
動
を

と
ら
れ
た
。
謝
罪
の
意
思
は
あ
る
の
か
。

A
こ
れ
か
ら
の
三
島
の
発
展
と
市
民
の
幸
せ
の
た
め
、
三

島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業
を
私
が
中
止
す
る
考
え
は
な

い
、
と
い
う
覚
悟
を
態
度
で
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
少
々

過
激
で
あ
っ
た
か
と
思
う
が
、
報
道
に
よ
っ
て
不
快
な
思
い

を
さ
れ
た
方
に
は
お
詫
び
申
し
上
げ
た
い
。

横
浜
中
華
街
の
「
伊
豆
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
」

Q
こ
の
店
は
三
島
市
が
加
盟
す
る
「
美
し
い
伊
豆
創
造
セ

ン
タ
ー
」
が
管
理
し
て
い
る
が
、
費
用
負
担
を
す
る
だ
け
の

効
果
は
な
い
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

A
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
は
伊
豆
へ
の
誘
客
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の

で
、
特
産
品
販
売
と
と
も
に
、
伊

豆
観
光
の
魅
力
を
情
報
発
信
し
て

い
る
。
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
効
果

を
検
証
し
、
加
盟
す
る
伊
豆
半
島

の
13
市
町
が
出
席
す
る
会
議
の
場

で
協
議
を
行
い
、
今
後
の
方
向
性

を
決
定
し
て
い
く
。
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大
石
　
一
太
郎
（
清
論
会
）

市
民
参
加
と
三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業

Q
定
期
借
地
権
用
地
を
時
価
処
分
し
、
権
利
変
換
で
不
足

す
る
駐
車
場
増
床
金
６
億
９
千
万
円
に
充
当
さ
せ
、
市
の
財

政
負
担
を
減
ら
す
検
討
は
さ
れ
た
か
。

A
今
回
の
再
開
発
事
業
で
は
、
東
街
区
を
一
体
的
に
開
発

す
る
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
単
に
施
行
区
域
の
土
地
の
一
部

を
処
分
す
る
こ
と
は
検
討
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
市
の
財

政
リ
ス
ク
の
高
ま
り
を
防
止
す
る
た
め
、
市
の
財
政
計
画
の

範
囲
内
で
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
課
題
を
残
さ
な
い
た
め
に

Q
教
育
施
設
の
ス
リ
ム
化
に
よ
る
資
金
を
、
子
ど
も
た
ち

の
教
育
環
境
や
人
材
育
成
に
投
入
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
再

編
整
備
計
画
の
策
定
は
で
き
な
い
か
。

A
学
校
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し
て
も
重
要
な

施
設
で
あ
り
、
現
時
点
で
学
校
の
再
編
な
ど
個
別
具
体
的
な

方
向
を
示
す
こ
と
は
難
し
い
が
、
教
育
的
観
点
か
ら
、
一
定

の
学
校
規
模
を
確
保
す
る
こ
と

は
大
変
重
要
で
あ
る
。
現
在
、

学
校
の
在
り
方
の
検
討
を
始
め

る
時
期
の
基
準
に
つ
い
て
協
議

し
て
い
る
。

杉
澤
　
正
人
（
清
論
会
）

山
中
城
跡
整
備
の
取
り
組
み

Q
史
跡
の
保
存
と
景
観
へ
の
配
慮
は
両
立
し
な
い
場
面
が

あ
る
と
思
う
が
、
今
回
の
整
備
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
な
工

夫
が
な
さ
れ
た
か
。

A
山
中
城
跡
の
再
整
備
は
築
城
当
時
の
状
況
に
修
復
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
が
、
同

時
に
多
く
の
人
が
訪
れ
る
観

光
資
源
で
も
あ
る
の
で
、
区

域
を
分
け
た
整
備
を
実
施
し

た
。
遺
構
の
な
い
場
所
に
は

ア
ジ
サ
イ
や
季
節
の
花
を
植

え
、
遺
構
の
あ
る
場
所
の
樹

木
は
紅
葉
す
る
良
い
木
を
残

す
な
ど
の
工
夫
を
し
た
。

東
街
区
再
開
発
事
業
協
定
の
解
除
条
件
と
は

Q
「
や
む
を
得
な
い
」
事
情
に
は
、
行
政
の
意
思
変
更
や

予
算
の
否
決
な
ど
を
含
む
と
の
市
の
見
解
は
、
協
定
締
結
関

係
者
の
共
通
認
識
と
な
っ
て
い
る
か
。

A
市
の
政
策
方
針
の
転
換
や
議
決
に
よ
る
関
連
予
算
不
成

立
は
、
事
業
推
進
上
、
大
き
な
影
響
が
生
じ
る
。
そ
の
他
や

む
を
得
な
い
事
情
に
、
こ
れ
ら
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
の
協
議
を
行
う
中
で
確
認
を
し
て
お
り
、
事
業
協

力
者
や
準
備
組
合
と
も
共
通
認
識
を
持
っ
て
い
る
。

土
屋
　
俊
博
（
改
革
み
し
ま
）

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
新
庁
舎
建
設

Q
築
58
年
の
本
庁
舎
は
老
朽
化
が
進
み
、
機
能
的
に
も
問

題
が
あ
る
。
早
急
に
新
庁
舎
建
設
に
向
け
具
体
的
な
行
動
を

起
こ
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

A
庁
舎
の
建
設
時
期
と
候
補
地
の
決
定
は
こ
れ
か
ら
の
こ

と
と
な
る
が
、
仮
に
13
年
先
の

供
用
開
始
を
目
指
す
と
、
新
庁

舎
建
設
に
係
る
基
本
構
想
・
基

本
計
画
な
ど
の
策
定
に
３
年
か

ら
５
年
の
期
間
を
要
す
る
こ
と

か
ら
、
２
０
１
９
年
度
か
ら
基

本
構
想
策
定
業
務
委
託
を
実
施

す
る
な
ど
、
具
体
的
に
動
き
出

し
た
い
。

Q
平
成
31
年
３
月
末
ま
で
に
作
成
予
定
の
個
別
計
画
を
１

年
延
期
し
て
実
現
性
の
あ
る
個
別
計
画
を
作
成
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

A
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
個
別
計
画
に
盛
り
込
む
必
要
性

や
施
設
の
長
寿
命
化
に
伴
い
、
計
画
の
見
直
し
に
期
間
を
要

す
る
。
計
画
策
定
を
１
年
延
期
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
市
民
の

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
可
能
な
限
り
個
別
計
画
に
反
映
さ

せ
る
中
で
、
よ
り
精
密
で
実
効
性
の
高
い
計
画
を
策
定
し
て

い
き
た
い
。
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野
村
　
諒
子
（
清
論
会
）

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
に
お
け
る

市
の
補
助
金

Q
再
開
発
事
業
は
三
島
市
の
補
助
金
等
で
負
担
す
る
額
が

61
億
円
だ
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
本
市
で
は
他
の
事

業
へ
の
影
響
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
。

A
61
億
円
は
、
財
政
計
画
で
想
定
す
る
負
担
額
を
下
回
っ

て
い
る
。
政
策
的
事
業
に
伴
い
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

招
く
よ
う
な
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
本
市
が
展
開
す
る

施
策
全
体
に
お
い
て
既
存
の
真
に
必
要
な
事
業
は
そ
の
ま
ま

に
、
事
業
の
必
要
性
と
優
先
順
位
を
考
慮
し
た
上
で
財
政
を

運
営
し
て
い
く
。

障
害
者
雇
用
促
進
法
に
お
け
る
雇
用
の
確
保

Q
障
害
者
雇
用
率
制
度
改
正
に
対
し
、
三
島
市
で
は
水
増

し
雇
用
は
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
障
が
い
者
の
雇
用
を
進
め

て
い
く
こ
と
に
対
す
る
考
え
を
伺
う
。

A
２
年
ほ
ど
前
か
ら
採
用
試
験
の
受

験
資
格
に
精
神
障
が
い
者
を
加
え
て
お

り
、
今
後
も
身
体
、
知
的
、
精
神
障
が

い
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
障
が
い
者

を
採
用
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
引
き

続
き
法
定
雇
用
率
の
達
成
に
努
め
、
障
が
い
者
が
能
力
を
最

大
限
発
揮
し
適
性
に
応
じ
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
職
場
を
目

指
し
て
い
く
。

県
道
か
ら
北
上
小
に
向
か
う
安
全
な
通
学
路
の
確
保

堀
江
　
和
雄
（
公
明
党
）

人
生
い
き
い
き
１
０
０
年
時
代
を
め
ざ
し
て

Q
高
齢
期
に
お
け
る
加
齢
に
伴
う
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
化
）

を
ど
の
よ
う
に
遅
ら
せ
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
の
か
、
基

本
的
な
考
え
を
伺
う
。

A
食
と
運
動
に
よ
る
２
本
の
柱
の
健
康
づ
く
り
を
進
め
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
健
康
の
視
点
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
人
は

も
と
よ
り
街
そ
の
も
の
を
健
康
に
す
る
こ
と
で
、
市
民
が
主

体
的
に
健
康
維
持
・
社
会
参
画
が
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
る

こ
と
が
、
健
康
寿
命
の
延
伸
へ
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
の
対
策
は

Q
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
ま
た
は
そ
の
疑
い
が
あ
る
場
合
の

相
談
体
制
や
治
療
方
法
な
ど
、
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

A
依
存
症
は
本
人
や
家
族
だ
け
で
抱
え
込
ま
な
い
で
、
早

め
に
専
門
の
機
関
へ
相
談
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
依
存

症
相
談
窓
口
の
周
知
や
、
県
が

実
施
す
る
依
存
問
題
か
ら
の
回

復
を
目
指
す
「
リ
カ
バ
リ
ー

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
紹
介
す
る

な
ど
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
っ
て
い
く
。

観
光
戦
略
と
し
て
の
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ

伊
丹
　
雅
治
（
改
革
み
し
ま
）

先
端
技
術
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進

Q
農
業
は
変
化
の
波
を
う
ま
く
と
ら
え
れ
ば
成
長
産
業
へ

の
可
能
性
も
見
え
て
く
る
。
ス
マ
ー
ト
農
業
を
推
進
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

A
ス
マ
ー
ト
農
業
は
労
働
力
の
軽
減
や
、
省
力
化
に
効
果

的
で
あ
る
。
ど
の
ス
マ
ー
ト
農
業

が
三
島
の
農
業
に
有
効
で
あ
る
の

か
、
農
業
者
や
Ｊ
Ａ
、
行
政
が
課

題
を
共
有
し
て
研
究
を
進
め
、
農

業
の
成
長
産
業
化
と
施
設
園
芸
野

菜
に
お
け
る
新
た
な
地
域
ブ
ラ
ン

ド
の
創
出
に
向
け
努
力
す
る
。

農
業
に
お
け
る
女
性
活
躍
の
推
進

Q
女
性
農
業
者
が
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
り
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

A
農
業
の
発
展
の
た
め
に
は
、
女
性
の
活
躍
は
欠
か
せ
な

い
も
の
で
あ
る
。
農
業
で
活
躍
す
る
女
性
の
姿
を
さ
ま
ざ
ま

な
切
り
口
で
情
報
発
信
し
存
在
感
を
高
め
、
職
業
と
し
て
農

業
を
選
択
し
た
い
と
思
う
若
い
女
性
が
増
え
る
環
境
づ
く
り

を
行
う
と
と
も
に
、
女
性
の
活
躍
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

農
福
連
携
に
お
け
る
今
後
の
展
開

他
の
質
問
事
項

他
の
質
問
事
項

他
の
質
問
事
項
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佐
藤
　
寛
文
（
清
論
会
）

本
市
だ
け
が
行
う
公
開
見
積
も
り
合
わ
せ

Q
公
開
見
積
も
り
合
わ
せ
の
参
加
事
業
者
の
選
定
は
、
管

財
課
の
誰
が
、
判
断
基
準
な
ど
何
を
根
拠
に
行
っ
て
い
る
の

か
伺
う
。

A
参
加
事
業
者
の
選
定
は
、
経
営
規
模
、
資
本
金
、
従
業

員
数
、
事
業
実
績
な
ど
を
参
考
に
、
契
約
担
当
で
あ
る
管
財

課
が
合
理
的
な
判
断
に
よ
り
決
定
し
て
い
る
。
職
員
が
恣し

意い

的
に
参
加
事
業
者
を
選
定
す
る
こ
と
は
な
く
、
公
正
な
競
争

に
よ
り
経
済
性
、
適
正
履
行
も
確
保
さ
れ
た
契
約
と
認
識
し

て
い
る
。

観
光
交
流
客
数
の
カ
ウ
ン
ト
方
法

Q
三
嶋
大
祭
り
の
人
出
は
50
万
人
と
発
表
さ
れ
た
が
、
こ

の
50
万
の
根
拠
と
な
る
カ
ウ
ン
ト
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

A
平
成
25
年
度
に
実
施
し
た
調
査

を
基
に
、
う
ち
わ
の
配
布
数
や
関
係

者
目
視
な
ど
を
踏
ま
え
た
算
出
を
し

て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
数

年
は
調
査
を
行
っ
て
い
な
い
。今
後
、

三
嶋
大
祭
り
実
行
委
員
会
と
と
も
に

で
き
る
限
り
科
学
的
な
根
拠
に
基
づ

い
た
算
出
方
法
を
調
査
・
研
究
し
て

い
き
た
い
。

豊
岡
市
長
の
「
私
を
殺
し
て
発
言
」
に
つ
い
て

中
村
　
仁
（
清
論
会
）

災
害
時
に
自
主
避
難
困
難
者
を
救
う
要
支
援
者
名
簿

Q
災
害
時
に
地
域
の
支
援
を
望
む
方
を
記
し
た
こ
の
名
簿

は
、
市
民
の
命
に
直
結
す
る
の
だ
が
、
活
用
が
不
十
分
で
あ

る
。
今
後
の
活
用
方
法
を
伺
う
。

A
台
風
12
号
で
は
一
部
の
自
治
会
で
避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
を
活
用
し
て
い
た
が
、
一
層
の
拡
充
が
必
要
で
あ
る
。

名
簿
配
付
の
際
は
、
地
域
で
の
避
難
支
援
の
必
要
性
や
具
体

的
な
活
用
方
法
を
説
明
し
て
い
く
。
出
前
講
座
で
の
好
事
例

の
紹
介
や
広
報
み
し
ま
へ
の
掲
載
な
ど
啓
発
活
動
の
強
化
が

必
要
で
あ
る
。

学
校
内
と
通
学
路
で
行
っ
た
危
険
箇
所
の

調
査
結
果

Q
教
育
委
員
会
が
調
査
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
危
険
箇

所
の
結
果
に
基
づ
い
た
速
や
か
な
改
修
・
改
善
等
の
対
応
が

望
ま
れ
る
。
今
回
の
調
査
結
果
を
伺
う
。

A
大
阪
北
部
地
震
発
生
直
後
に
実
施
し
た
調
査
で
、
控
壁

が
法
律
に
適
合
し
な
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
４
カ
所
、
老
朽
化
が

進
ん
だ
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の

塀
１
カ
所
を
危
険
と
判
断
し
、
改

修
し
た
。
そ
の
他
、
ブ
ロ
ッ
ク
造

の
プ
ー
ル
シ
ャ
ワ
ー
壁
を
７
カ
所

確
認
し
た
と
こ
ろ
危
険
と
判
断
し

た
た
め
、
順
次
改
修
す
る
。

国
民
健
康
保
険
の
運
営
主
体
が
県
に
移
管
し
た
影
響

他
の
質
問
事
項

他
の
質
問
事
項

９
　　　　　　３日　議会基本条例等検討特別委員会
　　　　６～２８日　９月定例会
　　　　　　６日　各派代表者会議
　　　　　　　　　議会運営委員会
　　　　　　　　　本会議（議案審議）
　　　　　　　　　議会報告会運営会議
　　　　１０・１１日　経済建設委員会（決算審査）
　　　　１２・１３日　福祉教育委員会（決算審査）
　　　　１４・１８日　総務委員会（決算審査）
２０・２１・２５・２６日　本会議（一般質問）
　　　　　　２１日　各派代表者会議
　　　　　　　　　議会運営委員会
　　　　　　２８日　本会議（議案審議）
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下
山
　
一
美
（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

文
化
会
館
の
改
修
工
事

Q
文
化
会
館
を
１
年
間
休
館
し
て
の
改
修
工
事
は
、
文
化

団
体
の
組
織
運
営
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
。
活
動
が
継
続

で
き
る
よ
う
支
援
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

A
文
化
団
体
の
活
動
が
滞
ら
な
い
よ
う
安
全
性
、効
率
性
、

利
用
者
へ
の
影
響
、
予
算
面
な

ど
を
考
慮
し
な
が
ら
可
能
な
限

り
対
応
し
て
い
き
た
い
が
、
一

定
の
ご
不
便
や
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

う
。
改
修
後
は
一
層
使
い
や
す

い
施
設
に
な
る
た
め
、
改
修
に

伴
う
休
館
に
つ
い
て
ご
理
解
願

い
た
い
。

東
街
区
再
開
発
事
業
協
定
書
の
問
題
点

Q
協
定
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
や
む
を
得
な
い
事
情
に

は
、
政
策
の
変
更
や
議
案
の
否
決
を
含
む
と
い
う
が
、
確
認

書
な
ど
で
明
文
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
協
定
は
、
市
・
準
備
組
合
・
事
業
協
力
者
が
平
等
な
立

場
で
協
定
締
結
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
や
む
を
得
な
い
事

情
の
明
文
化
は
困
難
で
あ
り
、
政
策
の
変
更
等
は
や
む
を
得

な
い
事
情
に
含
ま
れ
る
と
い
う
共
通
認
識
を
持
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
確
認
書
な
ど
は
必
要
な
い
と
考
え
て
い
る
。

市
長
の
私
を
殺
し
て
発
言
に
つ
い
て

他
の
質
問
事
項

弓
場
　
重
明
（
清
論
会
）

学
校
周
辺
の
防
犯
対
策
の
可
視
化
と
環
境
支
援
策

Q
子
ど
も
た
ち
が
登
下
校
時
に
被
害
者
と
な
る
事
件
事
故

に
対
応
す
る
た
め
、
校
内
は
も
と
よ
り
学
校
周
辺
に
も
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A
学
校
周
辺
へ
の
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
は
、
犯
罪
の
未
然
防

止
や
早
期
解
決
に
有
効
で
あ

り
、
そ
の
効
果
は
認
識
し
て
い

る
。
設
置
の
必
要
性
や
地
域
住

民
の
理
解
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ

の
配
慮
な
ど
を
慎
重
に
検
討

し
、
学
校
周
辺
へ
の
効
果
的
な

設
置
に
つ
い
て
、
関
係
各
課
で

調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

浜
岡
原
発
再
稼
働
に
伴
う
対
策

Q
当
市
は
浜
岡
原
発
の
風
下
に
あ
り
、
施
設
に
事
故
が

あ
っ
た
場
合
、
甚
大
な
放
射
能
被
害
が
想
定
さ
れ
る
。
安
定

ヨ
ウ
素
剤
の
備
蓄
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

A
安
定
ヨ
ウ
素
剤
は
放
射
性
物
質
か
ら
身
を
守
る
万
能
薬

と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
副
作
用
も
あ
る
た
め
取
り
扱
い

に
慎
重
と
な
る
必
要
が
あ
る
。
避
難
や
一
時
移
転
に
際
し
服

用
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
当
市
は
原
子
力
規
制
委
員
会
で
定

め
る
避
難
対
象
の
区
域
外
と
想
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
備
蓄

の
必
要
性
は
低
い
と
考
え
て
い
る
。

２～４日　総務委員会行政視察
　　２日　社会を明るくする運動街頭宣伝
　　５日　議会基本条例等検討特別委員会
　　　　　議員説明会
　　９日　議会基本条例等検討特別委員会
10～12日　福祉教育委員会行政視察
　　　　　経済建設委員会行政視察
　　11日　夏の交通安全県民運動出発式
　　19日　東部地区６市４町議会議長連絡会
　　２４日　静岡県市町議会議員研修会
　　２６日　議会基本条例等検討特別委員会

７
8
６日　議員説明会
１０日　議会基本条例等検討特別委員会
１５日　平和都市推進事業街頭啓発
２０日　各派代表者会議
　　　議会運営委員会
２４日　臨時会
２６日　総合防災訓練
３０日　各派代表者会議
　　　議会運営委員会
　　　議案説明会
　　　議会報告会運営会議
　　　議会だより編集委員会
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みしま市議会だよりは再生紙を使用しています

本会議（議案審議）
本会議（一般質問）

11月20日（火）
11月27日（火）
12月 4日（火）

～30日（金）
本会議（議案審議）

11月定例会のお知らせ

いずれの日も午後１時からの開会予定です。
ぜひ傍聴にお越しください！
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　市議会ホームページには、議員名簿や会議の予
定・結果など、情報が満載です。
　また、「議会映像」をクリックすると、市議会
の本会議を見ることができます。
　「ライブ中継」は本会議の開催日にリアルタイ
ムで、「録画映像」は 24 時間いつでも見ること
ができます。（「録画映像」の公開は本会議の約１
週間後からです。）

平成 30 年 7 月豪雨被害に対する
義援金について

　西日本地域を中心に発生した平成 30 年 7
月豪雨により亡くなられた皆さまのご冥福
をお祈りいたしますとともに、被害にあわ
れた皆さまに心からお見舞い申し上げます。
　三島市議会では義援金を全国市議会議長
会を通じて送金いたしました。一日も早い
復旧・復興を心よりお祈り申し上げます。

委　員　長　伊丹　雅治
委　　員　杉澤　正人
委　　員　石渡　光一

副委員長　村田　耕一
委　　員　瀬川　元治
委　　員　服部　正平

議会だより編集委員会

市議会ホームページを
ご覧ください

!スマホでも
タブレットでも

!

の は議員議員 寄付寄付
禁止禁止されています!

議員は、公職選挙法により、選挙区内でお中元やお歳暮、ご祝儀を出したり、年賀状やあいさつ状を出し
たりすることが禁止されています。（答礼のための自筆によるものは除きます。）
　また、有権者が議員に対して寄付を求めることも禁止されています。市民の皆さまのご理解をお願いします。

 ♧ 町内会の役員がお祭りの寄付を集める場合、町内の議員にも寄付を
お願いできるか？

▷禁止されている寄付に当たるので、議員に対して求めることはできません。

 ♧ 議員が運動会に招待され、昼食時に５００円分の食事をいただいた場合、
食事代として１,０００円を渡すことはできるか？

▷実費として請求された金額を払うのは可能ですが、見込み額や相当額を払う場合は禁止
されている寄付に当たります。

 ♧ 会費が決められていない町内会の忘年会や新年会に出席する場合、
議員が会費相当額を「会費」として払うことができるか？

▷会費相当額は、実質的には「会費」ではないので、禁止されている寄付に当たります。

×
×
×


